
(57)【要約】

【課題】内蔵された各チップの性能を十分に動作させる

ことができるマルチチップを提供する。

【解決手段】本発明のマルチチップは、第１チップ選択

信号によりイネーブルされ、第１レディー／ビジー信号

に自己の状態を知らせる第１チップと、第２チップ選択

信号によりイネーブルされ、第２レディー／ビジー信号

に自己の状態を知らせる第２チップとを含み、外部ホス

トとの相互動作のために、制御信号が第１及び第２チッ

プに連結される。本発明のマルチチップによれば、マル

チチップに内蔵されるチップに各々対応されて、該当の

チップの状態を示すレディー／ビジー信号を有し、レデ

ィー状態のチップは、他のチップのビジー状態が終わる

ことを待つ必要なしに外部ホストから命令される動作を

実行することができる。これにより、マルチチップを内

蔵するメモリシステムは、従来のＴｌｏｓｓのような時

間の損失を無くすことができ、メモリシステムの性能が

向上する。

【選択図】　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
多 数 の チ ッ プ を 内 蔵 す る マ ル チ チ ッ プ に お い て 、
第 １ チ ッ プ 選 択 信 号 に よ り イ ネ ー ブ ル さ れ 、 第 １ レ デ ィ ー ／ ビ ジ ー 信 号 に 自 己 の 状 態 を 知
ら せ る 第 １ チ ッ プ と 、
第 ２ チ ッ プ 選 択 信 号 に よ り イ ネ ー ブ ル さ れ 、 第 ２ レ デ ィ ー ／ ビ ジ ー 信 号 に 自 己 の 状 態 を 知
ら せ る 第 ２ チ ッ プ と 、 を 具 備 す る 、 こ と を 特 徴 と す る マ ル チ チ ッ プ 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 マ ル チ チ ッ プ は 、
外 部 ホ ス ト と の 相 互 動 作 の た め に 制 御 信 号 が 前 記 第 １ 及 び 第 ２ チ ッ プ に 連 結 さ れ る 、 こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の マ ル チ チ ッ プ 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 マ ル チ チ ッ プ は 、
前 記 第 １ チ ッ プ 選 択 信 号 に よ り イ ネ ー ブ ル さ れ 、 前 記 第 １ レ デ ィ ー ／ ビ ジ ー 信 号 に 自 己 の
状 態 を 知 ら せ 、 前 記 第 １ チ ッ プ と 並 列 に 連 結 さ れ る 第 ３ チ ッ プ と 、
前 記 第 ２ チ ッ プ 選 択 信 号 に よ り イ ネ ー ブ ル さ れ 、 前 記 第 ２ レ デ ィ ー ／ ビ ジ ー 信 号 に 自 己 の
状 態 を 知 ら せ 、 前 記 第 ２ チ ッ プ と 並 列 に 連 結 さ れ る 第 ４ チ ッ プ と 、 を さ ら に 具 備 す る 、 こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の マ ル チ チ ッ プ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 が 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 半 導 体 メ モ リ 装 置 に 関 す る も の で あ り 、 特 に 、 多 数 の 不 揮 発 性 メ モ リ 装 置 で 構 成
さ れ る マ ル チ チ ッ プ に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
最 近 、 電 気 的 に プ ロ グ ラ ム ／ 消 去 可 能 な 不 揮 発 性 メ モ リ 装 置 の 需 要 が 増 加 し て い る 。 特 に
、 大 容 量 の デ ー タ を 貯 蔵 す る た め の メ モ リ セ ル の 高 集 積 化 と 高 速 動 作 の た め の 高 性 能 化 を
揃 え た 不 揮 発 性 メ モ リ 装 置 は 、 さ ら に 脚 光 を 浴 び て い る 。 デ ジ タ ル マ ル チ メ デ ィ ア の 中 の
デ ー タ 貯 蔵 装 置 で あ る ソ リ ッ ド － ス テ ー ト － デ ィ ス ク （ Ｓ ｏ ｌ ｉ ｄ － Ｓ ｔ ａ ｔ ｅ － Ｄ ｉ ｓ
ｋ ： 以 下 “ Ｓ Ｓ Ｄ ” と い う ） と 、 拡 張 メ モ リ カ ー ド で の 高 容 量 を 実 現 す る た め に 、 多 数 の
不 揮 発 性 メ モ リ 装 置 を 一 つ の チ ッ プ に 内 蔵 す る マ ル チ チ ッ プ が 開 発 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 １ は 従 来 の マ ル チ チ ッ プ を 含 む メ モ リ シ ス テ ム を 示 す 図 面 で あ る 。 図 １ を 参 照 す れ ば 、
マ ル チ チ ッ プ １ ０ ０ の 内 部 に は 第 １ チ ッ プ と 第 ２ チ ッ プ １ ０ ２ 、 １ ０ ４ が 含 ま れ 、 ホ ス ト
１ １ ０ と マ ル チ チ ッ プ １ ０ ０ は 、 制 御 信 号 Ｃ Ｎ Ｔ と レ デ ィ ー ／ ビ ジ ー 信 号 Ｒ ／ Ｂ 、 入 出 力
バ ス Ｉ ／ ０ Ｂ Ｕ Ｓ 、 及 び チ ッ プ イ ネ ー ブ ル 信 号 Ｃ Ｅ １ 、 Ｃ Ｅ ２ を 通 じ て 連 結 さ れ る 。 第 １
チ ッ プ イ ネ ー ブ ル 信 号 Ｃ Ｅ １ は 、 第 １ チ ッ プ １ ０ ２ を 選 択 す る 信 号 で あ り 、 第 ２ チ ッ プ イ
ネ ー ブ ル 信 号 Ｃ Ｅ ２ は 、 第 ２ チ ッ プ １ ０ ４ を 選 択 す る 信 号 で あ る 。 レ デ ィ ー ／ ビ ジ ー 信 号
Ｒ ／ Ｂ は 第 １ チ ッ プ １ ０ ２ と 第 ２ チ ッ プ １ ０ ４ に 連 結 さ れ 、 第 １ チ ッ プ １ ０ ２ の 状 態 を 示
す 第 １ レ デ ィ ー ／ ビ ジ ー 信 号 Ｒ ／ Ｂ １ と 、 第 ２ チ ッ プ １ ０ ４ の 状 態 を 示 す 第 ２ レ デ ィ ー ／
ビ ジ ー 信 号 Ｒ ／ Ｂ ２ と 、 連 結 さ れ る 。 図 １ の メ モ リ シ ス テ ム の 動 作 タ イ ミ ン グ は 、 図 ２ の
通 り で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
図 ２ を 参 照 す れ ば 、 入 出 力 バ ス Ｉ ／ ０ Ｂ Ｕ Ｓ の デ ー タ ロ ー デ ィ ン グ に 先 立 っ て 、 メ モ リ シ
ス テ ム の セ ッ ト ア ッ プ コ マ ン ド と 第 １ 及 び 第 ２ チ ッ プ に 各 々 対 応 さ れ る ア ド レ ス が 入 力 さ
れ る 。 次 に 、 第 １ 及 び 第 ２ チ ッ プ に 対 応 さ れ る デ ー タ が 入 力 さ れ 、 Ｄ Ａ Ｔ Ａ １ ０ 、 Ｄ Ａ Ｔ
Ａ １ １ 、 Ｄ Ａ Ｔ Ａ １ ２ デ ー タ は 第 １ チ ッ プ に 対 応 さ れ 、 Ｄ Ａ Ｔ Ａ ２ ０ 、 Ｄ Ａ Ｔ Ａ ２ １ 、 Ｄ
Ａ Ｔ Ａ ２ ２ デ ー タ は 第 ２ チ ッ プ に 対 応 さ れ る 。 例 え ば 、 入 出 力 ラ イ ン Ｉ ／ ０ Ｂ Ｕ Ｓ に ロ ー
デ ィ ン グ さ れ る Ｄ Ａ Ｔ Ａ １ ０ 乃 至 Ｄ Ａ Ｔ Ａ ２ ２ デ ー タ が 、 第 １ 及 び 第 ２ チ ッ プ （ １ ０ ２ 、
１ ０ ４ 、 図 １ ） に 各 々 プ ロ グ ラ ミ ン グ さ れ る デ ー タ と 仮 定 す れ ば 、 Ｄ Ａ Ｔ Ａ １ ０ 、 Ｄ Ａ Ｔ
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Ａ １ １ 、 Ｄ Ａ Ｔ Ａ １ ２ デ ー タ が 第 １ チ ッ プ （ １ ０ ２ 、 図 １ ） に 完 全 に プ ロ グ ラ ム さ れ る ま
で 、 第 １ レ デ ィ ー ／ ビ ジ ー 信 号 Ｒ ／ Ｂ １ は 、 ロ ー レ ベ ル で 活 性 化 さ れ る 区 間 Ｂ Ｕ Ｓ Ｙ ＿ １
０ 、 Ｂ Ｕ Ｓ Ｙ ＿ １ １ 、 Ｂ Ｕ Ｓ Ｙ １ ２ を 有 す る 。 そ し て 、 Ｄ Ａ Ｔ Ａ ２ ０ 、 Ｄ Ａ Ｔ Ａ ２ １ 、 Ｄ
Ａ Ｔ Ａ ２ ２ デ ー タ が 第 ２ チ ッ プ （ １ ０ ４ 、 図 １ ） に 完 全 に プ ロ グ ラ ム さ れ る ま で 、 第 ２ レ
デ ィ ー ／ ビ ジ ー 信 号 Ｒ ／ Ｂ ２ は 、 ロ ー レ ベ ル で 活 性 化 さ れ る 区 間 Ｂ Ｕ Ｓ Ｙ ＿ ２ ０ 、 Ｂ Ｕ Ｓ
Ｙ ＿ ２ １ 、 Ｂ Ｕ Ｓ Ｙ ＿ ２ ２ を 有 す る 。 こ れ に よ っ て 、 マ ル チ チ ッ プ １ ０ ０ の 出 力 で あ る レ
デ ィ ー ／ ビ ジ ー 信 号 Ｒ ／ Ｂ は 、 第 １ レ デ ィ ー ／ ビ ジ ー 信 号 Ｒ ／ Ｂ ２ と 第 ２ レ デ ィ ー ／ ビ ジ
ー 信 号 Ｒ ／ Ｂ ２ の う ち い ず れ か 一 つ で も ロ ー レ ベ ル で 活 性 化 さ れ れ ば 、 ロ ー レ ベ ル で 発 生
す る 。 ロ ー レ ベ ル の レ デ ィ ー ／ ビ ジ ー 信 号 Ｒ ／ Ｂ は 、 マ ル チ チ ッ プ （ １ ０ ０ 、 図 １ ） の 状
態 が ビ ジ ー （ ｂ ｕ ｓ ｙ ） 状 態 な の で 、 他 の 命 令 を 実 行 す る こ と が で き な い こ と を 示 す 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
と こ ろ で 、 こ の よ う な メ モ リ シ ス テ ム は マ ル チ チ ッ プ （ １ ０ ０ 、 図 １ ） 内 の 第 １ チ ッ プ （
１ ０ ２ 、 図 １ ） が 、 ビ ジ ー 状 態 が 終 わ っ て 他 の 命 令 を 受 け 入 れ る こ と が で き る レ デ ィ ー 状
態 に あ る に も か か わ ら ず 、 マ ル チ チ ッ プ （ １ ０ ０ 、 図 １ ） 内 の 第 ２ チ ッ プ （ １ ０ ４ 、 第 １
） の ビ ジ ー 状 態 に よ り 発 生 す る マ ル チ チ ッ プ １ ０ ０ の レ デ ィ ー ／ ビ ジ ー 信 号 Ｒ ／ Ｂ に よ っ
て 、 第 １ チ ッ プ （ １ ０ ２ 、 図 １ ） は 、 第 ２ チ ッ プ （ １ ０ ４ 、 図 １ ） の ビ ジ ー 状 態 が 終 わ る
ま で 、 Ｔ ｌ ｏ ｓ ｓ 時 間 の 間 待 た な け れ ば な ら な い 。 こ の Ｔ ｌ ｏ ｓ ｓ 時 間 は 、 メ モ リ シ ス テ
ム の 立 場 で は 、 一 種 の 時 間 の 損 失 に な っ て 、 マ ル チ チ ッ プ の 性 能 を 低 下 さ せ る 要 因 に な る
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
し た が っ て 、 内 蔵 さ れ た 各 チ ッ プ の 性 能 を 十 分 に 動 作 さ せ る こ と が で き る マ ル チ チ ッ プ が
要 求 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 の 目 的 は 、 内 蔵 さ れ た 各 チ ッ プ の 性 能 を 十 分 に 動 作 さ せ る こ と が で き る マ ル チ チ ッ
プ を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 述 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 一 実 施 の 形 態 に よ る 本 発 明 は 、 多 数 の チ ッ プ を 内 蔵 す る マ
ル チ チ ッ プ に お い て 、 第 １ チ ッ プ 選 択 信 号 に よ り イ ネ ー ブ ル さ れ 、 第 １ レ デ ィ ー ／ ビ ジ ー
信 号 に 自 己 の 状 態 を 知 ら せ る 第 １ チ ッ プ と 、 第 ２ チ ッ プ 選 択 信 号 に よ り イ ネ ー ブ ル さ れ 、
第 ２ レ ッ デ ィ ー ／ ビ ジ ー 信 号 に 自 己 の 状 態 を 知 ら せ る 第 ２ チ ッ プ と を 含 む 。 マ ル チ チ ッ プ
は 、 外 部 ホ ス ト と の 相 互 動 作 の た め に 、 制 御 信 号 が 第 １ 及 び 第 ２ チ ッ プ に 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
他 の 実 施 の 形 態 に よ る マ ル チ チ ッ プ で は 、 第 １ チ ッ プ 選 択 信 号 に よ り イ ネ ー ブ ル さ れ 、 第
１ レ デ ィ ー ／ ビ ジ ー 信 号 に 自 己 の 状 態 を 知 ら せ る 第 １ チ ッ プ と 第 ３ チ ッ プ が 、 並 列 に 連 結
さ れ 、 第 ２ チ ッ プ 選 択 信 号 に よ り イ ネ ー ブ ル さ れ 、 第 ２ レ デ ィ ー ／ ビ ジ ー 信 号 に 自 己 の 状
態 を 知 ら せ る 第 ２ チ ッ プ と 第 ４ チ ッ プ が 、 並 列 に 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
し た が っ て 、 本 発 明 に よ れ ば 、 マ ル チ チ ッ プ に 内 蔵 さ れ る チ ッ プ に 各 々 対 応 さ れ て 、 該 当
の チ ッ プ の 状 態 を 示 す レ デ ィ ー ／ ビ ジ ー 信 号 を 有 す る 。 レ デ ィ ー 状 態 の チ ッ プ は 、 他 の チ
ッ プ の ビ ジ ー 状 態 が 終 わ る こ と を 待 つ 必 要 な し に 、 外 部 ホ ス ト か ら 命 令 さ れ る 動 作 を 実 行
す る こ と が で き る 。 こ れ に よ っ て 、 マ ル チ チ ッ プ を 内 蔵 す る メ モ リ シ ス テ ム は 、 従 来 の Ｔ
ｌ ｏ ｓ ｓ の よ う な 時 間 の 損 失 を 無 く す こ と が で き る の で 、 メ モ リ シ ス テ ム の 性 能 が 向 上 す
る 。
【 ０ ０ １ １ 】
以 下 、 本 発 明 は 、 多 数 の チ ッ プ を 一 つ の パ ッ ケ ー ジ に 内 蔵 し た マ ル チ チ ッ プ に つ い て 記 述
さ れ る 。 マ ル チ チ ッ プ 内 に 内 蔵 さ れ る チ ッ プ は 、 半 導 体 メ モ リ 装 置 の う ち で も 不 揮 発 性 メ
モ リ 装 置 で あ る 、 こ と を 例 と し て あ げ て 記 述 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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図 ３ は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 の 形 態 に よ る マ ル チ チ ッ プ を 含 む メ モ リ シ ス テ ム を 示 す 図 面 で
あ る 。 マ ル チ チ ッ プ ３ ０ ０ は 、 内 部 的 に 第 １ 及 び 第 ２ チ ッ プ ３ ０ ２ 、 ３ ０ ４ を 内 蔵 し 、 外
部 的 に 制 御 信 号 Ｃ Ｎ Ｔ 、 第 １ チ ッ プ 選 択 信 号 Ｃ Ｅ １ 、 第 ２ チ ッ プ 選 択 信 号 Ｃ Ｅ ２ 、 第 １ レ
デ ィ ー ／ ビ ジ ー 信 号 Ｒ ／ Ｂ １ 、 第 ２ レ デ ィ ー ／ ビ ジ ー 信 号 Ｒ ／ Ｂ ２ 、 及 び 入 出 力 バ ス Ｉ ／
０ Ｂ Ｕ Ｓ と 連 結 さ れ る 入 出 力 デ ー タ Ｄ Ｉ ０ を 通 じ て 、 ホ ス ト ３ １ ０ と 連 結 さ れ る 。 ホ ス ト
３ １ ０ は 、 マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ を 含 み 、 メ モ リ シ ス テ ム を 制 御 す る 。 第 １ チ ッ プ ３ ０ ２ は
、 第 １ チ ッ プ 選 択 信 号 Ｃ Ｅ １ と 第 １ レ デ ィ ー ／ ビ ジ ー 信 号 Ｒ ／ Ｂ １ に 、 そ し て 第 ２ チ ッ プ
３ ０ ４ は 、 第 ２ チ ッ プ 選 択 信 号 Ｃ Ｅ ２ と 第 ２ レ デ ィ ー ／ ビ ジ ー 信 号 Ｒ ／ Ｂ ２ に 各 々 連 結 さ
れ 、 第 １ 及 び 第 ２ チ ッ プ ３ ０ ２ 、 ３ ０ ４ は 、 制 御 信 号 Ｃ Ｎ Ｔ と 入 出 力 デ ー タ Ｄ Ｉ ０ に 共 通
に 連 結 さ れ る 。 本 実 施 の 形 態 の メ モ リ シ ス テ ム 動 作 は 、 図 ４ に 示 す 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 ４ を 参 照 す れ ば 、 第 １ チ ッ プ ３ ０ ２ に プ ロ グ ラ ミ ン グ さ れ る 第 １ デ ー タ Ｄ Ａ Ｔ Ａ １ ０ 、
Ｄ Ａ Ｔ Ａ １ １ 、 Ｄ Ａ Ｔ Ａ １ ２ と 、 第 ２ チ ッ プ ０ ４ に プ ロ グ ラ ミ ン グ さ れ る 第 ２ デ ー タ Ｄ Ａ
Ｔ Ａ ２ ０ 、 Ｄ Ａ Ｔ Ａ ２ １ 、 Ｄ Ａ Ｔ Ａ ２ ２ と が 、 入 出 力 バ ス Ｉ ／ ０ Ｂ Ｕ Ｓ に ロ ー デ ィ ン グ さ
れ る 。 第 １ デ ー タ Ｄ Ａ Ｔ Ａ １ ０ 、 Ｄ Ａ Ｔ Ａ １ １ 、 Ｄ Ａ Ｔ Ａ １ ２ が 、 第 １ チ ッ プ ３ ０ ２ に プ
ロ グ ラ ム さ れ る 間 、 第 １ レ デ ィ ー ／ ビ ジ ー 信 号 Ｒ ／ Ｂ １ が 、 ロ ー レ ベ ル で 活 性 化 （ Ｂ Ｕ Ｓ
Ｙ － １ ０ 、 Ｂ Ｕ Ｓ Ｙ ＿ １ １ 、 Ｂ Ｕ Ｓ Ｙ ＿ １ ２ ） さ れ て 、 第 １ チ ッ プ ３ ０ ２ が ビ ジ ー 状 態 に
あ る こ と を 、 ホ ス ト ３ １ ０ に 伝 達 す る 。 第 ２ デ ー タ Ｄ Ａ Ｔ Ａ ２ ０ 、 Ｄ Ａ Ｔ Ａ ２ １ 、 Ｄ Ａ Ｔ
Ａ ２ ２ が 、 第 ２ チ ッ プ ３ ０ ４ に プ ロ グ ラ ム さ れ る 間 、 第 ２ レ デ ィ ー ／ ビ ジ ー 信 号 Ｒ ／ Ｂ ２
が ロ ー レ ベ ル で 活 性 化 （ Ｂ Ｕ Ｓ Ｙ ＿ ２ ０ 、 Ｂ Ｕ Ｓ Ｙ ＿ ２ １ 、 Ｂ Ｕ Ｓ Ｙ ＿ ２ ２ ） さ れ て 、 第
２ チ ッ プ ０ ４ が ビ ジ ー 状 態 に あ る こ と を ホ ス ト ３ １ ０ に 伝 達 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
し た が っ て 、 本 実 施 の 形 態 の メ モ リ シ ス テ ム で は 、 第 １ 及 び 第 ２ 　 レ デ ィ ー ／ ビ ジ ー 信 号
Ｒ ／ Ｂ １ 、 Ｒ ／ Ｂ ２ が 、 第 １ 及 び 第 ２ チ ッ プ ３ ０ ２ 、 ３ ０ ４ の 状 態 を ホ ス ト ３ １ ０ に 独 立
的 に 知 ら せ る の で 、 第 ２ チ ッ プ ３ ０ ４ が ビ ジ ー 状 態 に あ っ て も 、 第 １ チ ッ プ ３ ０ ２ が レ デ
ィ ー 状 態 に あ れ ば 、 ホ ス ト ３ １ ０ は 第 １ チ ッ プ ３ ０ ２ に 命 令 を 送 る こ と が で き る 。 こ れ に
よ っ て 、 第 １ チ ッ プ ３ ０ ２ は 、 従 来 の 第 ２ チ ッ プ ３ ０ ４ の ビ ジ ー 状 態 が 終 わ る こ と を 待 つ
必 要 な し に 、 ホ ス ト ３ １ ０ か ら 命 令 さ れ る 動 作 を 実 行 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ５ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に よ る マ ル チ チ ッ プ を 含 む メ モ リ シ ス テ ム を 示 す 図 面
で あ る 。 図 ５ を 参 照 す れ ば 、 マ ル チ チ ッ プ ５ ０ ０ は 、 第 １ 乃 至 第 ４ チ ッ プ ５ ０ ２ 、 ５ ０ ４
、 ５ ０ ６ 、 ５ ０ ８ を 内 蔵 す る 。 マ ル チ チ ッ プ ５ ０ ０ は 、 外 部 的 に 制 御 信 号 Ｃ Ｎ Ｔ 、 第 １ チ
ッ プ 選 択 信 号 Ｃ Ｅ １ 、 第 ２ チ ッ プ 選 択 信 号 Ｃ Ｅ ２ 、 第 １ レ デ ィ ー ／ ビ ジ ー 信 号 Ｒ ／ Ｂ １ 、
第 ２ レ デ ィ ー ／ ビ ジ ー 信 号 Ｒ ／ Ｂ ２ 及 び 入 出 力 バ ス Ｉ ／ ０ Ｂ Ｕ Ｓ と 連 結 さ れ る 入 出 力 デ ー
タ Ｄ Ｉ ０ を 通 じ て 、 ホ ス ト ５ １ ０ と 連 結 さ れ る 。 第 １ 及 び 第 ２ チ ッ プ ５ ０ ２ 、 ５ ０ ４ は 、
第 １ チ ッ プ 選 択 信 号 Ｃ Ｅ １ と 第 １ レ デ ィ ー ／ ビ ジ ー 信 号 Ｒ ／ Ｂ １ に 連 結 さ れ 、 第 ３ 及 び 第
４ チ ッ プ ５ ０ ６ 、 ５ ０ ８ は 、 第 ２ チ ッ プ 選 択 信 号 Ｃ Ｅ ２ と 第 ２ レ デ ィ ー ／ ビ ジ ー 信 号 Ｒ ／
Ｂ ２ に 連 結 さ れ る 。 制 御 信 号 Ｃ Ｎ Ｔ と 入 出 力 デ ー タ Ｄ Ｉ ０ は 、 共 通 に 第 １ 乃 至 第 ４ チ ッ プ
５ ０ ２ 、 ５ ０ ４ 、 ５ ０ ６ 、 ５ ０ ８ に 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 実 施 の 形 態 の マ ル チ チ ッ プ ５ ０ ０ は 、 図 ３ の マ ル チ チ ッ プ ３ ０ ０ と 比 較 し て 、 図 ３ の 第
１ チ ッ プ ３ ０ ２ が 第 １ 及 び 第 ２ チ ッ プ ５ ０ ２ 、 ５ ０ ４ で 構 成 さ れ 、 図 ３ の 第 ２ チ ッ プ ３ ０
４ が 第 ３ 及 び 第 ４ チ ッ プ ５ ０ ６ 、 ５ ０ ８ で 構 成 さ れ る 。 こ れ は 、 図 ３ の マ ル チ チ ッ プ ３ ０
０ に 比 べ て ２ 倍 と し て 、 大 容 量 化 し た マ ル チ チ ッ プ ５ ０ ０ で あ る 。 そ し て 、 第 １ レ デ ィ ー
／ ビ ジ ー 信 号 Ｒ ／ Ｂ １ が 第 １ 及 び 第 ２ チ ッ プ ３ ０ ２ 、 ３ ０ ４ の 状 態 を 、 そ し て 第 ２ レ デ ィ
ー ／ ビ ジ ー 信 号 Ｒ ／ Ｂ ２ が 第 ３ 及 び 第 ４ チ ッ プ ３ ０ ６ 、 ３ ０ ８ の 状 態 を 、 各 々 ホ ス ト ３ １
０ に 独 立 的 に 知 ら せ る 。 第 ３ 及 び 第 ４ チ ッ プ ５ ０ ６ 、 ５ ０ ８ が ビ ジ ー 状 態 に あ っ て も 、 第
１ 及 び 第 ２ チ ッ プ ５ ０ ２ 、 ５ ０ ４ が レ デ ィ ー 状 態 に あ れ ば 、 ホ ス ト ５ １ ０ は 、 第 １ 及 び 第
２ チ ッ プ ５ ０ ２ 、 ５ ０ ４ に 命 令 を 送 る こ と が で き る 。 こ れ に よ っ て 、 第 １ 及 び 第 ２ チ ッ プ
５ ０ ２ 、 ５ ０ ４ は 、 第 ３ 及 び 第 ４ チ ッ プ ５ ０ ６ 、 ５ ０ ８ の ビ ジ ー 状 態 が 終 わ る こ と を 待 つ
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必 要 な し に 、 ホ ス ト ５ １ ０ か ら 命 令 さ れ る 動 作 を 実 行 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
以 上 、 本 発 明 に つ い て 、 実 施 の 形 態 を 挙 げ て 記 述 し て き た が 、 こ れ は 例 示 的 な こ と に 過 ぎ
ず 、 本 発 明 の 技 術 的 思 想 及 び 範 囲 を 制 限 ま た は 限 定 す る も の で は な い 。 し た が っ て 、 マ ル
チ チ ッ プ に 内 蔵 さ れ る チ ッ プ に 各 々 対 応 さ れ る レ デ ィ ー ／ ビ ジ ー 信 号 Ｒ ／ Ｂ を 置 い て 、 各
チ ッ プ の 状 態 を 外 部 ホ ス ト で 認 識 し 制 御 で き る よ う に す る こ と は 勿 論 で あ る 。 し た が っ て
、 本 発 明 の 技 術 的 思 想 及 び 範 囲 を 逸 脱 し な い 限 度 内 で 、 多 様 な 変 化 及 び 変 更 が 可 能 で あ る
こ と は 勿 論 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 発 明 の 效 果 】
上 述 の 本 発 明 の マ ル チ チ ッ プ に よ れ ば 、 マ ル チ チ ッ プ に 内 蔵 す る チ ッ プ に 各 々 対 応 さ れ 、
該 当 チ ッ プ の 状 態 を 示 す レ デ ィ ー ／ ビ ジ ー 信 号 を 有 す る 。 レ デ ィ ー 状 態 の チ ッ プ は 、 他 の
チ ッ プ の ビ ジ ー 状 態 が 終 わ る こ と を 待 つ 必 要 な し に 、 外 部 ホ ス ト か ら 命 令 さ れ る 動 作 を 実
行 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ っ て 、 マ ル チ チ ッ プ を 内 蔵 す る メ モ リ シ ス テ ム は 、 従 来 の
Ｔ ｌ ｏ ｓ ｓ の よ う な 時 間 の 損 失 を 無 く す こ と が で き る の で 、 メ モ リ シ ス テ ム の 性 能 が 向 上
す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 従 来 の マ ル チ チ ッ プ を 含 む メ モ リ シ ス テ ム を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の メ モ リ シ ス テ ム の 動 作 タ イ ミ ン グ 図 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に よ る マ ル チ チ ッ プ を 含 む メ モ リ シ ス テ ム を 示 す 図 面
で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の メ モ リ シ ス テ ム の 動 作 タ イ ミ ン グ 図 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に よ る マ ル チ チ ッ プ を 含 む メ モ リ シ ス テ ム を 示 す 図 面
で あ る 。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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